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本稿は、1996年9月29日および1998
年9月27日のルネッサンス学会におい
て報告したものに基づいている。1996
年の発表については、その概略が「ルネ
ッサンス・ニュース（第16号）」に掲載
されている。
（1）
　1963年、St．Thomas　M。re：Tke撒富01アof
血汐E∫σ加rゴ皿（第2巻）の刊行を皮切りに始
まった「イエール版トマス・モア全集」は、1997
年の第1巻をもって30年余りにわたる全作品の
刊行（全15巻）をようやく完結し、トマス・モ
ア研究の基礎資料が整った。
　モアの著作の中、これまでに日本語に翻訳さ
れたものは、多くはない。代表的な「ユー一一トピアJ
の翻訳以外では『ユートピアと権力と死』（1987
年）がモアの著作の選集であり、その中に拙訳「リ
チャード三世史」が含められている。この翻訳を
試みて以来、モア研究には、語彙の基本的な分析
が必要であると痛感してきた。
　以前は手作業で作られた作品のコンコーダン
スも、今日ではコンピュークを活用することで容
易に作成できるようになった。また、古典の書物
も徐々に電子テキスト化され始めているし、さま
ざまなコーパスの編纂も進んでいる。モア全集の
電子テキスト化も遠い先のことではないかもしれ
ないが、その完成を待つ前に実験的に試みようと
始めたのが、この「リチャード三世史」の電子テ
キス’ト分析である。
　モアの著作の語彙研究という目的から考えら
れるテキスト分析方法としては、二つの方法が考
えられる。’一つは作品の中から一部をサンプリン
グして、全体を推定する方法、もう一つは一作品
の金体を調べて結論を導く方法である。ここでは
「リチャー一ド三世史」の全体をとりあげ』て、その
用語を検討しようとするものである。拙訳の再検
討という点からも、この方法による分析が必要と
思われる。また、この作品は、ラテン語で書かれ
た「ユートピア」とほぼ同時期に英文とラテン文
の両方で書かれていること、シェイクスピアのrリ
チャード三投の悲劇」の材料となっていること、
シェイクスピアが豊富な語彙を駆使して数多くの
台本を：書いた時期を八十年ほど潮る十六世紀前半
の、いわば返代英語の草創期の作品であること、
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が語彙の基礎的研究の必要を強く感じる理由でも
ある。
（2）
　この試みは、パソコン利用が一般に画期的に便
利になった1995年から始めたものである。個人
でできる最も簡羅な方法として、先ず印刷された
テキストをOCRによってデジタル化し畿子テキ
ストを作成（Window呂95対応e・typistを使用）、
次に検索ソフトを用いて単語の検索を行った。こ
の検索ヅフトは、本学の石川伊織助教授のご協力
により、He琶el圭aner開発のEasy　Checker（ver．2．0，
1996）を使熔させていただいた。このすぐれた
検索ソフトなしには、今回の語彙分析は為し得な
かったものである。
　イエール版第2巻「リチャード三世史」〈1963
年）は、モアの当時の綴り字のまま編纂されてい
るので、例えば、王kingはking，　kyng，　kinge，
kyngeと同じ語でありながら異なる綴り字が不
規則に出てくる。これは、電子テキスト作成時に
綿密さが要求されるスペルチェックを煩雑にする
だけでなく、検索の段階でも複雑になるので、一第
一段階としては、綴り宇の多種多様についての研二
究は除外することとし、イエールから別に発行さ
れている現代綴宇版（St．Thomas　More：The
History　Of漁8　Richard　lli’and　Selections
意o加the　Engiish　and」La　tin　Poems，　edited．　by
Richard　S．Sylvester，　Yale　U．P．，1976）によるこ
ととしたa
（3）
　ある語について、検索ソフトEasy　Checkerに
よって電子テキスト上で検索を行うと、その語が
そのテキストの中で何回、どのページのどの行に
あるかが分かり、また、それがテキストのどのよ
うな文脈の中で用いられているかも、瞬時に見る
ことができる。それによって、その語の意味を比
較検討することができる。例えば、「婚姻によっ
て親類となったもの」を意味する語“affinity”
は「エドワード王の臨終の床での言葉」の中で
‘‘汲奄獅р窒?пBr　afiinity”（13頁7行、但しイエー
ル版第2巻では12頁14行、以下13：7のように
記す、後者は省略する）、“kindred　of　affinity”
（13：7），“affinity　or　kindred”（14：12＞のよう
に繰り返されるほか、“with　their　affinity’”
（く主8：23）　‘‘by　the　af且nity”　（63：7）　‘‘by　new
ai2Einity”（64：32）があることが分かる。
　古フランス語に由来する“aliEinity”と並べて
強調的に用いられている「血縁」を表わす語
‘f汲奄獅р窒?пhはこの3例を含めて16回見られる。
“kindred”同様、古英語に由来する“kin”（親
族）も現れる頻度は12回である。また‘“kindred．”
は“the　lerds　of　her　blood　which　highly　maligned
the　king，s　kindred　”　（8：3）や　1‘between　the
queen’s　kindred　and　the　king’s　bloOd”（10：20）の
ように“blo。d”（血縁）の言い換えでも用いられ
ている。　　　　　　　　　’
　また、古英語からの｛【blood”は｛‘bloods”を
含め27回頻出するのに対し古フランス語からの
”consanguinity”は上述の13頁のエドワード王
の言葉の中に1回見られるだけであるe（＿that
the　one　part　of　you．　is　of　my　blood，　the　other　of
min．e　aMes，　and　each　of　you　with　other，　either　of
kindred。r　a　£Ei’nity，　which　spiritual　kindred　df
af丘nity｝＿　should　no　less　move　us　to　charity
than　th．e　respect　of且eshly　consanguinity．）モア．
の英文がラテン語の影響で難解な言葉が多く用い
られていると言われることがあるが、必ずしもそ
うではないことを示す一例としてあげることがで
きよう。これに関しては後で述べる。
　以上、数例をあげたに過ぎないが、語検索に
よって、記憶を頼りに読んでいた時とは違い客観’
的に検討することができ、新たな発見がある。特
に作品のキーワードと思われる語については綿密
な検討が必要不可欠であり、この検索方法によっ
て得られることは予想以上に多い。
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　上述の例のような特定の語の検索にとどまら
ず、全ての語について検索を試みることによって、
英文「リチャード三世史」Φ完全なコンコーダンー
スができあがり、コンビ＝：一一タ上で容易に利用す
ることができる。全語検索というと膨大な量の作
業のようであるが、この試みはテキストの分量は
100頁ほどのものであり、現代綴字のテキストを
用いたごとや、語彙の数が決して膨大ではないこ
ともあって、個人の作業では不可能というほどの
ものではなかった。
　全語検索の結果、この作品の総語数（繰り返
し用いられている語もすべて数えた数）は30624
語、異なり語数（繰り返し用いられる語を1語と
して数えた数）は3169語であることが分かった。
大文字、小文宇の区別（例えばTheとthe）は、
文頭に来る語の特徴を知るために、別々に検索し
てあるが、異なり語数としては同一とみなして数
えている。また、同綴異義語は検索では1語であ
るが、2語に分けている。たとえばarmsはarm
（腕）の複数の場合とar皿s（紋章）は、語源も
異なる全く別の語であるから2語としなければな
らない。hkeは検索結果は1語で頻度22である
が、形容詞として用いられているものが17、動
詞どしてが5であり、2語として処理する。他
にも数語、綴宇は同じでも語源の異なる語につい
て、このような調整を行った。
　この3169語について、厳密な品詞分類ではな
いが、便宜的に次のような分類をした結果、下の
表のような数になる。???
??
修飾語（形容詞、副詞）　（A）
名詞　（N）
名詞、動詞両方に用いられている語　（NV）
動詞、礁動詞　（v）
機能的な語（前置詞、接続詞、代名詞、
　冠詞）（F）
固有名詞　（PN）
間投詞　（り
分類
A
．N
NV
V
F
PN
計
総語数
4719
5386
354
5276
14394
・483
12
30624
異なり語数
676
1125
32
1084
135
111
6
3169
　上の表の数値では．名詞や動詞の屈折形を全て
異なる語として扱っている。そこで、屈折により
変化している語を1語にまとめてみる必要がある。
例えば、abusion，　abusio1コLsやa工derman，
aldermenのような単数．複数の別語をユ語とみ
なし、abide，　abidingやabuse，abused，abusing
のような動詞の変化形を1語にまとめる。その結
果、名詞の異なり語数1125は973となり、動詞
の1084は647となって、異なり語数の総計は
3169から2580へと減少する。
　同じ語で名詞、動詞に使い分けられている32
語については、上の分類でそれぞれ名詞、動詞に
加えてもよいであろうが、こおらの語について別
の角度から検討してみたいので、ここでは別枠の
ままにしておく。
　固有名詞の数111はそのまま固有の人物や地
名の数にはなっていない。例えばWilliamLとい
う語は3回出てくるが、Willia皿Whiteであった
りSir　William　Catesbyであったり、残る1回は
William　SIaughterであるし、頻度　17の
ElizabethはEdwardの娘をさしている場合と
Dame　Elizabeth　GreyやDame猛1izabetll　Lucy
の楊合があり、この数宇は意味をもたないもので
ある。置有名詞の頻度を見るため、また固有名詞
の索引を作る場合にはこれらを整理し直す必要が
あるが、固有名詞索引はイエール版のテキストの
巻末にあるので、ここでは特に扱わない。
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　特徴的に用いられている語について考えるには、
先ず、名詞の検討から始めることが適当であろう。
先に一例として“af丘niむy”　“kindred”　“kin”
“blood”のように関連する名詞をあげ、その頻
度にっいても示したが、ここでは全ての名詞973
語について、頻度を調べてみる。10回以上用い
られている語を頻度の高いものから順に表で示す。
　　　　名詞
man，　men
king，　kings
Iord，　lords
protector
thing，　things
King
duke，　dukes
God
realm，　realms
matte　r，　matters
prlnce，　prlnces
place，　piaces
people
Duke，　Dukes
　　　　　　　　　　　　　　　　’Ume、　tlmes
child，　chiIdren
Lord
　　　　　　　　　　　sanctuary，’res
brother
day，　days
word，　words
part，　OaヒしS
queen
・grace
manner，　manners
death，　deaths
hand、　hand＄
f合vor，　favor3
friend，　frtends
ho昌or，　honors
body，　bodies
???????????????????。????
　ロ　　　　　　　　　　
SIr雪Slrs
blood，　bbods
causer　causes
oounsei
counsil，　councilS
way，　ways
crown
heart，　heart二s
life
secret
mother
P｝easure
truth
sonl　sons
wise
world
company，　res
party、　partles
person，　persons
ohamberlain
city
Iand，　lands
law，　laWS
wif合，　wives
name，　names
husband，－s
knigh七，　knights
haste
　　　　’marrlage
sure七y
Tower
tWO
　authority
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ene！nly，　enemles
kindred
mayor
　mischief
nature
　occaSion，隔S
　coronat雇on
　displeasure
　folk，　f61ks
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hurt，　hurヒs　　　　　　　15
night，　nights　　　　　　　　15、
point，　points　　　　　　　　15
year，　years　　　　　　　　15
father　　　　　．　　　　14
presence　　　　　　　　　　14・
prMlege，－s　　　　　　　　14
faith　　　　　．　　　　　　　　　13
goods　　　　　　　13
，head，．　heads　　，　　　　　　13
ti」ヒ1e，　titles　　　　　　　13
waf，　wars　　　　　　　13
cardinal　’　　　　　　　12
destru6tion　　　　　　　　12
end　　　　　　　　”　　121
estate，　estate　s　　　　12
kin　　　　　　　　　12
1iberty　　　　　　　　　　　　　　12
ma＄ter，　masters　　　　　12
servant，－s　　　　　　　12
youth　　，　　　　　　　　　　12
0hamber，－s　　　　　ll
conc【usion　　　　　　　　　ll
jeopady，二ies　　　　　　　l　l
peaoe　　　・　　　　　　　　　1j
peril，　perils　　　　，　　　　11
Weal七h　　　　　　　　　　　　　l　l
wisd。m幽　　　　11
bishOP，　bishops　　　　　　10
Ea洲　，　　　　　　　10
intent　　　　　　　　　　　　　　　10
means　　　　　　　　10
’messenger，－s　　10
　0rd6r，　orders　　　　　　　　10
　pain，　pains　　　　　　　　　lO
P。w…　　’　10
reason　・　　　IO
Saint　　　　　　　　10
　sermon　　　　　　　　　　　　　10
　treason　　　　　　　　　　　　　lG
w。man，．women　・　10
　　　　（以．ヒ、973語の中、114語）
　エドワード四世の死後、弟リチャードが甥の幼
王エドワード五世の摂政となり、王位を寡奪する
までが語られているこの歴史物語の性質上、king，
lord，　protector，　duke，　rea1皿．　prince等の語が繰
り返されるのは当然のことである。また、血anド
thing，　matter，　place，　People，　time，　day，　wofdの
ようにごく日常的な語が繰り返されるのも、特に
問題ではない。
　・この表を見るかぎり、決して難解な語はなく、
現代でも普通に用いられる語ばかりである。これ
らの語の約半数は古英語の時代から引き継がれて
いるゲルマン系の語であり、残り半数も、13、14
世紀からフランス語の影響で用いられるようにな
ったラテン系の語であるが、モアの時代にはすで
に英語に溶け込んで用いられている語である。
　20回以上用いられている頻度のきわめて高い
名詞55語に’ついてみると、・古英語に由来する語
は29語、古フランス語に由来する語は26語で
あり、頻度10回以上19回までの59語では、古
英語22、古フランス語37と、’その比率は逆にな
る。
　H常的な語として当然頻度が高いman（133）k
men（87）についても、検索をしてみると、あら
ためて文体の特徴をとらえる’ことができるe単数
皿anにっいてみると、　no　man　looked　for（5：18），
no】α1an　impugned（17：22），　no　nユan．　wist（17：22），
no　man　unoccupied（22：18），　no　man　should　go
（23：10＞，　no　皿an　d6ubted　（23：28），　no　man
thinketh（26：24）（以下略）のような言い回しが多
く見られる。複数のmenの用法で目につくのは、
some　wise　men　also　ween（9：16），　it　made　the
matter　to　wise　mεn皿ore　unlikely（25：2），　if　wise
men　would　set　their　han、d　to　it（31：26），　wise
men　also　and’so血e　lords　eke　to　mark　the
エnatter（45：17），　wise　men　took　it　fol’avanity
（84：12），皿any　right　wise　m．en　think　it　unlikely
（92：4）という表現である。なお、wiseは4⑪語
検出される中、形容詞としてのwise（賢い）は
17、やや古い用語である名詞wise（方法〉が23
で、前に述べたようにこれらは2語としている。
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　繰り返し用いられるno　man＿，　wise　men．．．の
7Z現は、この作品の語り口の特徴を表わしている
と言える。更にno皿an．．．と関連して、否定語
n。（120），n。t（236），never（71），n・エ（57），neither（35）・
none（35）などの用例について調べるならば、否定
語を多く用いた修辞的手法をより明確に知ること
ができるであろう。
　必ずしも日常的とは嘗えない語sanctuaryが
49という商い頻度を示しているのは、エドワー
ド四世王妃のエリザベスが、身の危険を感じ幼い
王子たちを連れてウエストミンスター寺院の聖域
に逃れたため、聖域の特権にっいて、リチャード
やバッキンガム公爵が長い論議をしているためで
ある。シェイクスピアの「リチャード三世Jには
そのような長い論議は取り入れられていない。
　頻度43のpart，　partsを検索すると、一個所
だけ用怯の異なるものがあることに気付く。次の
文の中で二度繰り返されているpartは、名詞で
はなく、partlyの意味で副詞的に用いられてい
る。The　King，　when　his　mother　had　said，皿ade
her　answer，　part　in　　earnest，　part　in　play
merrily＿（64：1）　このpartの用法に関して
oxford　Eng1ish　Dictionaryは、モアのこの文章
を初例としてあげている。
（6）
　前lliの表に現れていない頻度9回以下2回ま
での語の数を示すと、
9回一11語
8回一18語
7演一22語
6回一35語
5回一50語
4回一50語
3回一77語
2回一157語
である。1回しか用いられていない語の数は439
語と、名詞全体の半分に近い。
　この439語を見ると、古英語に由来する語は
三分の一にも満たなくなる。ラテン語からフラン
ス藷を通して英語となった語、また、直接ラテン
誘から英語に入った語が増えている。　形の上で
も、三音節以上の長い語が多く見られる。例えば、
benignity，　　　　confe　dera　tion，　　　　confirmation，
consanguinity，　di＄paragement，　impediment，
matrimony，　persuasion，　recommendation，
sole皿nizationなどその数は多い。1回しか現れ
ないが、それぞれ重要な意味をもっている語であ
って充分な検討が必要である。　繰り返ヒし現れる
“blood”に対して、同義の“consanguini毛y”を
1回だけ用いたことによる強調された効果的な例
は、すでに（3）の中で引用した通りである。
　頻度1の語の中に、Oxford　English　Dicti。hary
が初例としてあげているものがいくつかある。
amercement（71：9），　bushment（78：14），
disco皿modity（84：2），　distrust（91：30），
imnユun．ity（28：22），　intenders（25：3），
miseonstruciton（12：29），　recidivation（35：22）
などがその例であり、この中でbushment
（secretly　concealed　groupの意）は現在では廃語
である。同じく廃語となったallective（47：3
enticementの意）はOEDではモアのこの例より
も少し後の1531年のElyot：Governorからの一
文を初例としている。　　　　　　・　1
　2何以上の語の中にもOEDに初例としてとり
あげられている語はあり、8回も繰り返されてい
るpretext（7：15他）などは、モアのラテン語か
らの造語ではないかと思われる語で’．今日、普通
に使われるようになった語として有名なものであ
る。OEDに引用されている「リチャード三世史」
の用例は、初例に限らずかなりあると思われる。
Compact　Disc版のOEDによれば、「リチャー
ド三世吏」の引用例の数は243となっているが、
引用テキストの不揃いがあって（English
Works，1557からの引用だけでなく、Grafton
Chronicleからの引用もある）、イエール版のテ
キストと内容が必ずしも一致しないという問題が
ある。
（7）
　一つの語が名詞と動詞に使い分けられているも
のが32語あることは、前にふれたが、それらL
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・名詞の二覧を次に示す。
名詞、動詞’両方に用いられている語
answer
arrest
assent
care
change
cost
decease
desire
discharge
doubt
fe’?
frame
help
［odging
Iove
marvel
mind
　　mlstrust
need
pardon
pralse
purpose
quarrel
．reign
return　、
rule
sound
speed
spoil
啄use
will
wit
　（以上32語）
頻度　　（名詞）　（動詞）
　10　　　8　　　2
　　3　　　2　　　1
　　4　　　3．　　1
　　2　・　　1　　　1
　　6　　　5　　　1
　　4　　　2　　　2
　　3　　　2　　　1
　10　　　8　　　2
　　2　　　1　　　1．
　17　　　4　　13
　45　　　30　　　15
　　3　　　2　　　1
　　5　　　2　　　3
　　2　　　1　　　1
　23　　　12　　　11
　　5　　　3　　　2
　30　　28　　　’2
　　5　　　3　　　2
　18　　　12　　　6
　　8　　　5　　　3
　　7　　　6　　　1
　22　　　15　　　’7
　　3・　　2・　　1
　11　　　．7　　　4・
　　4　　　2　　　2
　12　　　7　　　5・
　　2　　　1　　　．1
　　4　　　2　　　2
　　3　　　1　　　2
　　5　　　1　　　4
　57　　22　　35
　19　　12　　　7
　これらの語の中、111語は古英語時代からのも
のであり、その他古フランス語に由来する語も、
モアの時代にすでに普及している語であって、特
殊な語はない。今日でも日常的に使用される語ば
かりである。これらは、元来、名詞と動詞では形
が異なっていたものであるが、中英語期に語尾の
屈折が次第に失われた結果、同一語となったもの
である。例えば、古英語ではloveは名詞がlufu、
動詞は1ufianであり、witの名詞はwit、動詞
はwitan、　helpの名詞はhelp、動詞はhelpan
’というように異なる変化形をもっていた。動詞
help　は、他、に　holp　やholpen　という古い形も
このテキストに見られる。これらの32語にっい
ては、あらためて動詞として検討L．なおさなけれ
ばならない。
（8）
　名詞に関して紙数を費やしたが、形容詞にっい
て、検索結果の興味ある点をあげると、最も頻度
が高い形容詞はgreatの114回で、次がgoodの
102回である。これらの語から連想される語につ
いて見るとnob工e（54），　honorable（18），　wise（17），
goodly（12），　fair（10），　faithfu1（10），　honest（8），
worthy（8）などがよく用いられていることが分
かる。「美しい」はgoodlyやfairが好んで用い
られ1。velyは2回、　beautifulは16世紀初め
頃から使われるようになった語だが、モアは用い
ていない。但し名詞のbeautyは2回見られる。
これらと対照的な語として最も多く現れるのは
evilの23回で、　heinous（8），　crue工（5）の他は
abominable，　dispiteous，　greedy，皿ischievous，
traitorous，　ungraei。usなどがそれぞれ3回とな
っている。wrongは2回見られるがbadは一
度も現れない。
　形容詞に・lyの語尾を付した副詞は、中英語
期にすでに普及しており、この作品の中でも、数
多’〈見られる。頻度の高いものからあげると’、
specially（20回），　verily（14），　suddenly（12），
greatly（11＞，．＄ecretly（1ユ），　highly（10）、
1awfully（10），　openly（9），　finally（8），　shortly（8），
surely（7），　commonly⑤，　hastily　’（5），　merrily（5），
utterly（5）等で、他に4～1回まで、90語ある。
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頻度の多少に関係なく殆ど全部平明な語である。
（9）
　動詞の中で最も多く出てくるbeとhav臼につ
いて．見ると、be（259回），　been（38），　being（28），
am（】17）t　avt（1），　is（132），　was（282），　were．（195）、
h　ave（148），　hath（41），　had（172）haVing（4）で
be動詞は計952、　have動詞の計は365である。
should（134），　shal1（60），would（131），　win（35），
coul｛玉　（63），　ean　（21），　e日nnot　（10），　might　（63），
may（27），　mayeSt（2）のように助動詞も頻度が高
い。これら以外の頻度の商い動詞（30回以上）を
～欠1こあrずる。
　　　　　　　　　動詞　　　．　　　　　　　　　頻度
say，　sayeth，　said，　saying　　　　IOg
take，もaket錆，　teok，　taken，　takir匪9　　　　・　109
come，c。meth，c。men，came，c。ming　　84
rnake，　maketh，　made，　making　　　　・　73
think，’－eth，－en，，thought，　thinking．　　　　71
do，　doth，　did，　dorle，　doing　　　．　　　　　　－　　66
standT　stand　eth，　st60d，　standing　　　　　　　58
keep，　keepeth，　kept，’@keeping　　　50
ser垂d，　sen瑳eth，　sent，　sgnding　　　　　　　　　　48
Q垂』od　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　・45
勤・ing，　breught，　bringing　　　　　　　　　　　　　　42
knew，　－eth，－i覇9，　k駒ew，－est，　kn。wn　41
登。・。eiv¢，鰍一ed、　pe・celving’　35
sh。w，　sh。Wetk，　sh。wed，　sh。wing　　35
glve，9…V紬、　gav自、　giv・fi，’9…virig　・一’34
set　　　　　’”34trust，　ta垂stethi圭rl』＄亀ed，もrustifi9　　　　　　33
beglri，　begari，　begun，　beginnir奪9　　　　　　　　32
ie…lve，　lgft，　i宕轟vl鍾9・　　　　　　　　　　　　　　31
藤，put鳳h，則t蜘墓　　．　　’31
5自¢，5日wβ的i轟9　　　　　　　30
　三人称単数現在では語尾に・聾一でなく・ethが
用いられ、二人称の語尾一est誤見られる．　be動
詞のareの代りにartが使われ、また、　c⑪men
やthin短nのような書い形も見られるv
　この作品には、直接話法で書かれている部分が
かなりあるので、saidやquodが多いe　quodは
quothと同語であるが、特に14～16世紀頃によ
く使われたようである。意味はsaidと同じだが、
一人称、三人称の過去形として、常に主語の前に
置き、引用語句の問にはさんで用いられる。本文
から例をあげる。
　And　at　the　last　she　took　the　young　duke　by
　the　hand　and　sald　unto　the　lords：“My　lord，”
　餌Ωdshe，“and　all　my　lords，　I　neither　am　50
　U皿wise　to　mistru5むyour　wit5　nor　SO　SU8－
　picious　to　mistrust　your　troths・　Of　which
　thing　1　purT）ose　to　make　you　such　a　proqf　as・
…朗’卿d・h・㌶thi・巳・ntl・man…倖1・ユ0～ユ6）
　頻度30以上の動詞は古フランス語由来の
perceive以外は古英語時代からの語で日常的な
語ばかりである．頻度29以下の語については表
を省略したが、回数の少ない語の中に注圏すべき
ものがある。ラテン語から直接取り入れた語
dissuade（＿she　di5suaded　the　marriage＿63：3＞，
explain　（＿the　said　worshipful　doctor　ra」ther
5igni丘edthan　fully　explained，＿75：9），
’pevsuade　　（The　queen，　being　in　this　wise
persuaded，＿18：4、他に3回）は、　OEDに初例
としてあげられている。1その他16世紀初め頃か
　　　　　　　　　　　　　　　＋ら一般化した語で、dissemble，　u聾dorpr。p，’
sherten，　taunt，　fere一で始まるf。re　go　，　fo　re　inind
などもOEDが初例にあげているものであるe
　　本稿でふれることが出来なかった機能的な語に
っいての検討は、別稿にゆずるc
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